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福岡中央郵便局は，明治4年（1871）12月20日に福岡郵便取扱所として開設され，令

和3年（2021）で150年を迎えました。福岡局の150年の歩みについて，郵便物を中心に，

消印の変遷，郵便の種別，福岡にゆかりのある差出人や受取人，主要な行事等を示した

コレクションです。作品は，今年のスタンプショウはかたで５フレームを特別展示する

予定です。コレクション拝見で持参するのは，最初の２フレームのみです。第１フレー

ムは丸一型日付印（～明治38年）まで，第２フレームは櫛型日付印（明治39年～）のう

ち戦前（昭和20年）までです。それ以降は作成中ですが，第３フレームは戦前（昭和20

年）までの機械印と特印，第４フレームは戦後の福岡郵便局の時代，第５フレームは福

岡中央郵便局の時代となります。

先ずは，福岡中央郵便局の変遷を御覧ください。

表 福岡中央郵便局の変遷

表の区分の中で，Ⅰ福岡郵便取扱所からⅢ福岡二等郵便局の時代までの郵便物は，余

り残されていません。そして，明治16年に博多局が福岡地区に移転したため，それから

明治24年３月まで福岡局の空白期間になります。郵便物が比較的多く見られるようにな

るのは，復活後のⅣ福岡郵便電信局の時代，つまり，丸一型日付印が使用されるように

なってからです。丸一型日付印は，印顆の文字の書体や縁の太さにバラエティがあるの

で，それを使用年ごとにＡ，Ｂ，Ｃと区分しています。

櫛型日付印は，印顆の文字の書体には変化がほとんどなくなり，Ｃ欄の時刻表示が，

Ｘ2a，Ｙ2及びＺの３タイプに分けられ，戦争で金属が不足すると３星，福岡県の表示

に変わり，終戦に至ります。

コレクション拝見

福岡中央郵便局の発足から150年の歩み
田畑 裕司
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コレクション拝見「福岡中央郵便局の発足から150年の歩み」より 田畑 裕司

（１リーフ目）丸一型日付印（茶印）のリーフ。様々なタイプに分けられる。左側は，印

顆の縁が最も太い枠のタイプ。右側は，局名の文字が少し傾斜しているタイプ。
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コレクション拝見「福岡中央郵便局の発足から150年の歩み」より 田畑 裕司

（第２リーフ）櫛型日付印のトップページで，左側に３つのタイプの時刻表示区分を示し

た。それにより使用年代が分かる。右側の葉書は初日使用例。
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コレクション拝見「福岡中央郵便局の発足から150年の歩み」より 田畑 裕司

（第３リーフ）左側は，約50年前に平尾勉氏から譲っていただいた思い出のエンタイア。

震災20銭切手のペア貼の書留・別配達という貴重品。右側は，船内におけるパックボー使

用で，あて先も福岡郵便局の職員あて。
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コレクション拝見「福岡中央郵便局の発足から150年の歩み」より 田畑 裕司

（第４リーフ）上は，九州沖縄物産共進会の青色の色変わり記念印。特印にまでは至らな

い行事に色変わり印が使用された。下は今年１月の例会に矢羽田教昭氏が，こんな物があ

るよと持ってきてくれた福岡郵便局発行の局舎新築を記念する絵葉書。絵葉書の図案を作

成した書家が自ら発送したと思われるもの。
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コレクション拝見「福岡中央郵便局の発足から150年の歩み」より 田畑 裕司

（第５リーフ）戦争末期の時刻表示がなく「福岡県」と表示された櫛型印。左側は，岩田

屋からの請求書の第４種郵便で，中身は請求書であるが，封筒には「御調書御中」とある。

右側は，Ａ欄には局名が入るべきであるが「福岡県」が入り，Ｃ欄には局名の「福岡」が

表示されたエラー印。


